議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成25年2月15日(金)

午前10時～午前11時13分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
市長、総務部長、総務部次長、

議会事務局長、同局長補佐、同専門員

１　あいさつ
　　議長

 　 市長

２　議題

（１）　平成25年第１回長久手市議会定例会について

　ア 付議予定議案について

　　 　   市当局から議案第２号から第37号まで、及び同意案第１号を説明した。
  　　　

　   イ 会期日程について

　　    事務局から説明し、２月28日（木）から３月22日（金）までの23日間の会期とす

ることを確認した。また、委員会については、総務委員会３月13日（水）・文教福
祉委員会３月14日（木）、建設環境委員会３月15日（金）の日程で了解された。
　　　

　ウ 議事日程について

　　    事務局から第１号から６号までについて説明し了解された。同意案第１号長久手市

固定資産評価審査委員会の委員の選任について、議員提出議案発議第１号長久手市

議会会議規則の一部を改正する規則について、議員提出議案発議第２号長久手市議

会委員会に関する条例の一部を改正する条例について、議員提出議案発議第３号長

久手市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例については議事日

程第１号で議案上程、提案者の説明、議案に対する質疑、討論採決を行い、委員会
付託は省略する。議事日程第２号の諸般の報告で予算特別委員会正副委員長の選任
結果を報告する。また、議案第２号平成25年度長久手市一般会計予算から議案第
37号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例について
までの議案に対する質疑、委員会付託をする。議事日程第６号で議案第２号から議
案第37号まで、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決する。
　エ 予算特別委員会の設置について

　　   （事務局）

２月28日（木）本会議で予算特別委員会を設置する。予算特別委員会は３月８日

（金）・11日（月）の２日間となる。定数、委員の選任について確認願う。  

　　   （結論）

　　    予算特別委員会の委員は８人とする。政策グループ〝楓〟、「創」、公明党、無会派

は各１人、長久手市民くらぶ、行財政改革クラブは各２人とする。２月25日（月）
の議会運営委員会までにメンバーを報告する。
　エ その他
　　   （事務局）

　　　　委員会付託議案は付託表のとおりとする。
　　　　総務委員会　　　予算２件　条例７件　　　　　　　計９件

　　　　文教福祉委員会　予算４件　条例６件　その他１件　計11件

　　　　建設環境委員会　予算７件　条例６件　その他２件　計15件

　　　　予算特別委員会　予算１件　　　　　　　　　　　　計１件
（2） 議会報告会について
　　   （副委員長）

　　　　パワーポイントを使用する。司会者を川合委員、説明者を議会運営委員長、３常任委員長、予算特別委員長、議会だより編集特別委員長とする。また、中心テーマは平成25年度予算についてとする。また、議会基本条例検討特別委員長、助言者をどうするか。

　　　 （委員）

　　　　議会基本条例検討特別委員会の経過だけでも知らせてはどうか。

　　　 （副委員長）
　　　　議会基本条例検討特別委員長を説明者に加える。助言者はどうするか。

　　　 （委員長）

　　　　助言者は副議長でよい。

　　　 （副委員長）

　　　　助言者を副議長とする。議長を除き残りの10人で受付係、会場整理係、記録係（カメラ担当含む）としてよいか。
　　　 （委員）
　　　・受付場所が狭いので受付係は２人でよい。
　　　・記録係は３人でよい。

　　　・パワーポイント係はどうするか。

　　　 （副委員長）

　　　　私を含めパワーポイント係を２人とする。会場整理係を３人とする。
　　　 （議長）
　　　　事前の準備設営やリハーサルもある。前回とほぼ同じでよい。配置等の案を副委員長に作成してもらいたい。

　　　 （副委員長）

　　　　看板や横断幕は前回と同じでよいか。

　　　　(じんの委員)

　　　　看板は事務局に依頼したいが、横断幕については私が手書きするのでそれを拡大してもらう。また、チラシとアンケートも私が作成する。
　　　 （副委員長）
　　　　自治会回覧は入れてもらいたい。お知らせ方法として、市広報、議会だより（発行済）、自治会回覧、市公共施設にチラシを貼ること、議会ホームページに掲載することとする。また、川合委員にマイク持込みをお願いする。
　　　 （結論）

　　　　議会報告会の役割として、司会者を川合委員、説明者を議会運営委員長、３常任委員長、予算特別委員長、議会だより編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長とし、助言者を副議長とする。また、中心テーマは平成25年度予算についてとする。議長を除き残りの10人で受付係（２人）、会場整理係（３人）、記録係（カメラ担当含め３人）、パワーポイント係（議会運営副委員長含め２人）とする。
　　　　配置等については、案を副委員長に作ってもらう。

看板は事務局に依頼し、横断幕については、じんの委員が手書きしそれを拡大する。また、チラシとアンケートもじんの委員が作成する。

お知らせ方法については、市広報、議会だより（２月１日号）、自治会回覧、市公共施設にチラシを貼ること、議会ホームページに掲載することとする。また、川合委員にマイク持込みをお願いする。

（3） その他

　　   （委員長）

　　　　教育委員長に平成25年第１回臨時会に出席してもらった。
　　　 （副委員長）

　　　　近隣市町の状況はどうか。

　　　 （事務局）

　　　　瀬戸市、尾張旭市、日進市では教育委員長の出席はないようです。

　　　 （副委員長）

　　　　教育をよくしてもらうためには出席してもらった方がよい。

　　　 （結論）
　　　　教育委員会として特に重要な議案がある時は、事前に市当局に要請をする。
     　  ・次回の議会運営委員会は２月25日（月）午前10時から開催。






